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（平成２３年）

　市が進めている市民三学運動の1つの柱「読書のすすめ」が広がり、本を手に取る切っ掛けになればと、

９月１５日に恵那文化センターで絵本ライブｉｎ恵那が開催され、約120人の親子が参加。子どもたちは、

安藤哲也さん（ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン代表）の読み聞かせに夢中になっていました。
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■
病
院
の
整
備
方
針

限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
活
用

　

市
内
の
公
立
医
療
機
関
は
、
市
の
中
核

的
医
療
機
関
と
し
て
の
市
立
恵
那
病
院
と

国
保
上
矢
作
病
院
の
二
つ
の
病
院
が
あ
り

ま
す
。
地
域
を
支
え
る
医
療
機
関
と
し
て

は
、
国
保
三
郷
診
療
所
と
国
保
飯
地
診
療

所
、
国
保
岩
村
診
療
所
、
国
保
山
岡
診
療

所
、
国
保
串
原
診
療
所
、
上
矢
作
歯
科
診

療
所
の
六
つ
の
診
療
所
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
体
制
を
整
え
た
二
つ
の
市
立

病
院
が
軸
と
な
り
、
市
内
の
医
療
機
関
と

で
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
公
立
の

医
療
機
関
以
外
で
は
、
医
科
は
２２
、
歯
科

は
１９
の
民
間
医
療
機
関
が
開
業
し
て
い
ま

す
。

　

市
内
の
医
療
体
制
は
、
日
常
的
な
疾
病

を
診
る
一
次
医
療
と
緊
急
的
な
救
急
体
制

（
二
次
救
急
医
療
）
を
課
題
と
し
て
、
市

内
の
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
有
効
活
用
し

て
い
く
よ
う
に
、
公
立
医
療
機
関
と
開
業

医
が
連
携
し
、
役
割
分
担
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

市
立
恵
那
病
院

先
立
っ
て
再
整
備
が
必
要

　

市
立
恵
那
病
院
は
、
国
立
療
養
所
恵
那

病
院
を
引
き
継
ぎ
、
平
成
１５
年
１２
月
に
市

立
恵
那
病
院
と
し
て
開
院
し
ま
し
た
。

　

必
要
な
医
療
機
能
と
と
も
に
、
玄
関
や

明
る
い
待
合
ホ
ー
ル
、
喫
茶
室
を
備
え
、

病
室
も
ゆ
と
り
あ
る
部
屋
へ
と
変
わ
り
ま

し
た
が
、
病
棟
自
体
は
昭
和
４４
年
に
建
設

し
た
建
物
も
あ
り
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

報
告
書
で
は
、
耐
用
年
数
の
経
過
や
耐

震
性
の
問
題
、
ま
た
診
療
科
の
充
実
に
よ

り
、
市
の
中
核
病
院
と
し
て
先
立
っ
て
再

整
備
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。建
設
地
は
、

現
在
の
病
院
に
隣
接
す
る
市
有
地
が
望
ま

し
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

再
整
備
を
行
う
場
所
は
、
今
後
の
高
齢

化
の
進
展
を
考
え
る
と
、
市
街
地
へ
の
移

転
が
最
も
良
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
病

院
が
建
設
で
き
る
広
大
な
土
地
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
い
の
も
現
状
で
す
。

　

現
在
の
病
院
が
建
っ
て
い
る
場
所
は
、

約
３１
㌶
の
広
大
な
敷
地
面
積
を
有
し
て
お

り
、
病
院
を
建
設
す
る
面
積
が
確
保
で
き

ま
す
。
ま
た
新
た
に
土
地
を
購
入
す
る
費

用
が
掛
か
ら
な
い
利
点
も
あ
り
、
建
設
費

に
関
係
す
る
費
用
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

国
保
上
矢
作
病
院

総
合
的
に
勘
案
し
て
再
整
備

　

国
保
上
矢
作
病
院
は
、
昭
和
５０
年
に
国

民
健
康
保
険
上
矢
作
診
療
所
と
し
て
創
設

さ
れ
、
そ
の
後
昭
和
５２
年
４
月
に
国
保
上

矢
作
病
院
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
１６
年
度

に
耐
震
補
強
の
た
め
の
工
事
を
行
い
、
地

震
へ
の
備
え
は
で
き
て
い
る
も
の
の
、
病

院
の
建
物
自
体
の
老
朽
化
は
進
み
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

報
告
書
で
は
、
今
後
の
人
口
減
少
や
高

齢
化
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
へ
き
地

医
療
拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
し
て
、
再
整
備
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
現
在
の
病
院

の
敷
地
面
積
が
約
０
・
７
㌶
と
手
狭
な
こ

と
や
、
敷
地
が
借
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
移
転
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し

て
い
ま
す
。

市公立病院等の在り方検討委員会の報告書

医療の連携と
役割分担が必要

するため、医療施設の再整備計画と、

地域に必要な医療を安定的かつ継続

的に提供していける経営の在り方を

市民レベルで検討する委員会が、昨

年９月に発足しました。これが市公

立病院等の在り方検討委員会です。

　委員には、学識経験者や医療関係

者、地域組織関係者、経済団体関係

者、公募した方など１８人。８回にわ

たり、さまざまな角度から検討しま

した。また本年６月には、市内１３

地域の地域協議会の代表者による

「市公立病院等の在り方フォーラム」

を開催して、意見の聴取も実施。意

見は報告書や付帯意見として反映さ

れています。

　地域医療サービスの在り方と医療機関の役割を検討してきた「公

立病院等の在り方検討委員会」が、７月２２日に行われ、市長へ報告

書を提出しました。これは、施設の老朽化が進んでいる市立恵那病

院と国保上矢作病院の二つの市立病院、地域医療を支えている六つ

の診療所の将来の在り方などを検討した結果をまとめた報告書です。

　市では、この報告を受けて、今後、市の医療体制の整備方針を具

体的に決めていきます。

　ここでは、提出された報告書の主な内容を紹介していきます。

□問い合わせ　病院管理課志４３-１２６５

      市総合計画後

期    計画では、病院施             

aaaa 設や設備を整備す

aaa る事業が盛り込まれ   

ています。これを実施す

医療機関（病院・診療所）

緊急医療体制（夜間・休日・救急）

ごみ収集と処理サービス

６６．８㌫

６４．５㌫

６０．７㌫
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重要度の高い施策の上位３施策

   市総合計画後期 

計画では、病院施              

 設や設備を整備す

る事業が盛り込まれ   

ています。これを実施

市公立病院等

の在り方検討

委員会とは

市民意識調査の結果

最重要施策は医療機関
　市では、市民が市の現状に対してど
のように評価し、これからの市の発展
方向をどのように認識しているかを把
握するため、定期的に意識調査をして
います。
　平成22年度に、市全域の市民2,500
人を対象に行った調査では、重要度の
高い施策の第１番目が「医療機関（病
院・診療所）」でした。第2番目とし
ても「緊急医療体制（夜間・休日・救急）」
が挙げられています。結果、医療機関
のサービスの充実に対する期待が大き
いことが分かります。
　また個別施策として行った調査の一
つ「安心して子どもを産み育てるため
には何が必要だと思いますか。」では、
全体の６５．９㌫の方の回答が「産科と
小児科の充実」でした。

▼内視鏡を使った専門的な検査（市立恵那病院）
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▲国立療養所恵那病院から引き継がれた市立恵那病院▲昭和５２年に開院した国保上矢作病院
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の
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
な
る
診
療
所
と

連
携
す
る
「
病
診
連
携
」
の
充
実
を
図
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
２２
年
度
に
行
っ
た
市
民
意
識
調
査

の
結
果
で
は
、「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
た
め
、
産
科
と
小
児
科
医
療
を

充
実
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
、
強
い
要
望

も
あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
市
立
恵
那
病
院
を
再
整

備
す
る
場
合
の
診
療
科
は
、
現
在
市
内
に

は
無
い
産
婦
人
科
の
設
置
を
目
指
す
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
国
的
に
産
婦
人

科
の
医
師
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で
す
。

出
産
年
齢
が
上
が
り
、
出
産
の
危
険
が
高

く
な
っ
て
い
る
中
、小
児
科
医
の
増
員
や
、

助
産
師
や
看
護
師
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
を
確

保
し
て
、
出
産
チ
ー
ム
と
し
て
の
編
成
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
産
婦
人
科
の
設

置
は
、
採
算
が
と
れ
な
い
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。

　

よ
り
危
険
の
伴
う
出
産
を
担
う
地
域
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
当
市
と
中
津
川
市
の
広
域
的
な
範

囲
で
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
現
実
的
で
、

中
津
川
市
と
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

近
隣
に
は
、
透
析
医
療
の
導
入
施
設
が

あ
り
ま
せ
ん
。
腎
臓
内
科
の
設
置
と
入
院

機
能
に
関
し
て
は
、
国
保
岩
村
診
療
所
に

あ
る
市
透
析
セ
ン
タ
ー
の
維
持
透
析
機
能

の
在
り
方
と
併
せ
て
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
対
応
の
必
要
な
脳
外
科
や
循
環
系

疾
患
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
診
療
科
を
設

け
ず
、
近
隣
の
医
療
機
関
と
機
能
分
担
を

行
い
、
病
院
と
病
院
が
連
携
す
る
「
病
病

連
携
」
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

■
診
療
科
目

産
婦
人
科
の
設
置
を
目
指
す

　

現
在
、市
立
恵
那
病
院
は
１８
の
診
療
科
、

国
保
上
矢
作
病
院
は
１２
の
診
療
科
が
あ
り

ま
す
。
今
後
は
、
高
齢
化
の
進
展
で
慢
性

疾
患
患
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
近

隣
の
医
療
機
関
と
連
携
を
し
て
も
不
足
す

る
と
推
測
さ
れ
る
産
婦
人
科
な
ど
の
診
療

科
の
充
実
が
必
要
で
す
。

　

報
告
書
で
は
、
緊
急
体
制
が
整
っ
た
二

次
医
療
機
関
と
し
て
の
使
命
で
あ
る
緊
急

患
者
の
受
け
入
れ
や
、
入
院
患
者
の
診
療

を
最
重
要
課
題
と
し
て
、
一
次
医
療
機
関

１３地域の意見を聴取

市公立病院等の在り方検討委員会の報告書

市
立
恵
那
病
院

・
救
急
車
で
も
３０
分
掛
か
る
が
、
一
番

近
い
病
院
。医
師
や
ス
タ
ッ
フ
も
併
せ
、

市
の
中
核
病
院
と
し
て
機
能
を
整
え
て

ほ
し
い
。

・
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
現
在
の
敷
地

内
で
再
整
備
を
す
る
の
が
良
い
。

・
整
備
は
市
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役

割
に
と
ど
め
、
県
立
多
治
見
病
院
と
の

連
携
や
他
の
病
院
と
機
能
分
担
を
行
え

ば
、
総
合
病
院
ま
で
目
指
さ
な
く
て
も

よ
い
。

・
元
の
国
立
療
養
所
と
い
う
暗
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。
い
わ
む
ら
カ
ン
ト

リ
ー
横
の
広
大
な
土
地
に
病
院
を
建
て

れ
ば
景
色
も
良
く
、
気
分
的
に
も
病
気

が
早
く
治
る
の
で
は
。

・
東
濃
厚
生
病
院
は
バ
ス
で
直
接
行
け

る
が
、
市
立
恵
那
病
院
は
、
明
知
鉄
道

と
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
い
く
た
め
、
高

齢
者
に
は
大
変
だ
。

・ 

薬
局
が
病
院
と
離
れ
て
い
て
不
便
だ
。

国
保
上
矢
作
病
院

・
市
立
恵
那
病
院
と
統
合
し
、
分
院
と

し
て
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
地
域
包
括

ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
と
併
せ
、
上
矢

作
歯
科
診
療
所
も
統
合
す
る
。

・
南
に
国
保
上
矢
作
病
院
、
北
に
市
立

恵
那
病
院
、
間
に
い
く
つ
か
の
診
療
所

が
あ
る
今
の
形
は
、
市
民
の
健
康
を
守

る
た
め
に
大
切
。

・
国
保
岩
村
診
療
所
を
充
実
さ
せ
、
国

保
上
矢
作
病
院
は
、
規
模
を
大
き
く
し

た
診
療
所
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
合
併
協
議
会
の
中
で
、
恵
那
病
院
と

上
矢
作
病
院
と
各
診
療
所
は
、「
将
来

に
わ
た
り
現
行
の
業
務
体
制
と
運
営
形

態
を
引
き
継
ぎ
、
福
祉
充
実
の
た
め
地

域
医
療
の
基
本
施
設
と
し
て
、
さ
ら
に

充
実
を
図
る
」
と
し
て
合
併
協
定
が
採

決
さ
れ
た
。
協
定
を
順
守
さ
れ
た
い
。

・
合
併
調
整
方
針
を
７
年
目
に
し
て
方

針
変
更
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
は
、
今

後
の
市
政
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
。

・
す
ぐ
に
は
無
く
さ
ず
、
診
療
所
と
し

て
拡
充
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

・
長
野
県
や
愛
知
県
に
ま
た
が
る
地
域

医
療
の
拠
点
と
し
て
、
夜
間
や
休
日
診

療
、
救
急
医
療
に
と
っ
て
も
重
要
な
役

割
を
担
い
、
予
防
医
療
に
も
取
り
組
ん

で
き
た
。
療
養
病
床
が
あ
る
こ
と
は
、

高
齢
社
会
に
と
っ
て
大
切
だ
。

・
医
療
機
関
が
無
く
な
っ
た
り
縮
小
し

た
り
す
る
と
大
変
。
国
保
上
矢
作
病
院

は
、
財
政
上
の
負
担
を
隣
県
に
も
求
め

て
は
ど
う
か
。

・
統
合
や
縮
小
と
な
れ
ば
、
恵
南
地
域

は
も
と
よ
り
、
近
隣
に
お
い
て
医
療
の

過
疎
化
が
一
気
に
進
む
だ
ろ
う
。

産
婦
人
科
の
設
置

・
市
に
は
産
科
が
無
い
た
め
、
安
心
し

て
子
ど
も
が
産
め
る
体
制
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
。
里
帰
り
出
産
も
で
き
る
体
制

も
希
望
す
る
。

・
産
婦
人
科
医
療
は
、
中
津
川
市
民
病

院
と
の
連
携
に
よ
り
、
市
立
恵
那
病
院

の
医
療
体
制
の
充
実
を
望
む
。

・
産
婦
人
科
は
充
実
し
な
い
と
、
人
口

減
少
に
拍
車
が
掛
か
る
。

・
若
者
の
定
住
を
図
る
た
め
、
子
ど
も

を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
産

婦
人
科
と
小
児
科
の
充
実
が
必
要
だ
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

・
退
院
後
の
医
療
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
在
宅
医
療
と
の
連
携
を
充

実
し
て
ほ
し
い
。

診
療
科
の
拡
充

・
診
療
内
容
の
充
実
な
ど
、
今
必
要
な

こ
と
を
先
に
や
っ
て
ほ
し
い
。

交
通
ア
ク
セ
ス
の
充
実

・
交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
。

・
市
立
恵
那
病
院
が
整
備
さ
れ
て
も
、

遠
路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
と
い
う
問
題
が

大
き
い
。高
齢
者
も
増
え
て
き
て
お
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
。

初
期
治
療

・
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
市
民
病
院
に
設
置

し
、
医
師
が
速
や
か
に
駆
け
つ
け
、
初

期
治
療
を
し
て
、
そ
の
後
、
救
急
車
で

搬
送
す
る
体
制
を
と
れ
ば
、
介
護
要
因

の
減
少
に
も
つ
な
が
る
。

病
院
の
一
本
化

・
市
の
規
模
か
ら
考
え
、
事
業
費
が
限

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
病
院
を
一

本
化
し
た
ら
ど
う
か
。

広
域
的
な
医
療
体
制

・
岩
村
町
、
山
岡
町
、
明
智
町
の
患
者

は
、
東
濃
厚
生
病
院
へ
流
れ
て
い
る
。

明
智
町
か
ら
市
立
恵
那
病
院
に
通
う
よ

り
も
、
東
濃
厚
生
病
院
へ
通
っ
た
方
が

近
い
の
な
ら
ば
、
広
域
医
療
の
こ
と
も

考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
。

各
診
療
所

・
岩
村
診
療
所
に
、
入
院
施
設
な
ど
を

備
え
る
よ
う
に
充
実
し
て
ほ
し
い
。

・
今
後
も
診
療
所
を
堅
持
し
て
、
機
器

な
ど
の
交
換
や
充
実
を
図
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

・
串
原
診
療
所
は
、
他
の
診
療
所
と
同

様
に
医
師
の
常
駐
化
を
目
指
し
て
ほ
し

い
。

・
診
療
所
と
市
立
恵
那
病
院
や
国
保
上

矢
作
病
院
、
東
濃
厚
生
病
院
と
の
連
携

を
行
っ
て
ほ
し
い
。

経
営
状
況
の
公
開

・
公
立
病
院
を
残
し
て
い
っ
た
場
合
、

１０
年
後
に
ど
の
ぐ
ら
い
の
赤
字
が
膨
ら

む
の
か
、
経
営
し
て
い
く
中
で
、
ど
の

ぐ
ら
い
の
数
字
が
出
て
く
る
の
か
と

い
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
べ
き
。

民
間
病
院
の
誘
致

・
民
間
病
院
を
誘
致
す
る
た
め
に
、
市

と
し
て
の
優
遇
措
置
を
全
面
に
出
し

て
、
進
め
て
い
く
と
い
う
対
策
の
検
討

も
し
て
ほ
し
い
。

介
護
福
祉
施
設
の
充
実

・
必
要
な
と
き
に
、
介
護
福
祉
施
設
へ

入
所
で
き
る
よ
う
に
、
充
実
を
し
て
ほ

し
い
。

▲小児科医療の充実が望まれる

▲地域協議会の代表が意見を述べた

市公立病院等の在り方フォーラム

　市公立病院等の在り方検討委員会では、市内１３地域の地域自治

区地域協議会の意見を聞くため、６月１０日に市消防防災センター

で、市公立病院等の在り方フォーラムを開催しました。このフォー

ラムには、検討委員と地域協議会代表者、傍聴者の約８０人が参加し、

それぞれの立場からさまざまな提言や意見が語られました。

　主な意見は、次の通りでした。

□
現
在
の
診
療
科

市
立
恵
那
病
院

●
内
科
　
●
呼
吸
器
内
科
　
●
消
化
器
内
科

●
循
環
器
内
科
　
●
老
年
内
科
　
●
外
科
　

●
呼
吸
器
外
科
　
●
消
化
器
外
科
　
●
肛
門

外
科
　
●
乳
腺
外
科
　
●
整
形
外
科
　
●
小

児
科
　
●
婦
人
科
　
●
眼
科
　
●
耳
鼻
咽
喉

科
　
●
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
●
放
射

線
科
　
●
救
急
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１８
診
療
科

国
保
上
矢
作
病
院

●
内
科
　
●
呼
吸
器
内
科
　
●
消
化
器
内
科

●
外
科
　
●
呼
吸
器
外
科
　
●
消
化
器
外
科

●
肛
門
外
科
　
●
整
形
外
科
　
●
小
児
科
　

●
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
●
放
射
線
科

●
麻
酔
科

　
１２
診
療
科
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■
病
床
規
模

現
在
の
病
床
数
を
基
本
に

　

市
立
恵
那
病
院
に
は
、
一
般
病
床
が

１
４
８
床
と
結
核
病
床
が
１０
床
、
療
養
病

床
が
４１
床
の
１
９
９
床
、
国
保
上
矢
作
病

院
に
は
、
一
般
病
床
が
３４
床
、
療
養
病
床

が
２２
床
の
５６
床
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

け
が
や
病
気
の
発
症
直
後
の
急
性
期
治
療

が
一
段
落
し
た
後
に
、
在
宅
復
帰
な
ど
に

向
け
て
治
療
を
受
け
る
病
床
の
「
亜
急
性

期
病
床
」
は
、両
病
院
で
３２
床
あ
り
ま
す
。

　

報
告
書
で
は
、
病
床
規
模
は
急
性
期
病

床
を
中
心
に
、
亜
急
性
期
病
床
な
ど
地
域

の
医
療
の
要
望
が
高
い
病
床
の
設
置
も
含

め
て
想
定
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
現
況
の

病
床
数
を
基
本
病
床
と
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

市
立
恵
那
病
院
を
再
整
備
す
る
場
合
の

結
核
病
床
は
、
結
核
患
者
の
数
が
年
間
平

均
２
・
２
人
と
減
少
し
て
い
る
た
め
、
県

次
の
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。

◇
救
急
医
療
機
能
の
整
備

　

対
応
可
能
な
二
次
救
急
医
療
機
関
の
役

割
を
果
た
す
た
め
に
、
必
要
な
医
療
機
器

を
購
入
し
、
救
急
医
療
機
能
を
整
備
。
現

在
実
施
し
て
い
る
病

※

院
群
輪
番
制
、
在
宅

当
番
医
制
度
の
充
実
強
化
を
行
う
。

◇
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備

　

術
後
な
ど
の
早
期
の
社
会
復
帰
、
高
齢

者
の
寝
た
き
り
防
止
、
他
の
医
療
機
関
か

ら
の
リ
ハ
ビ
リ
患
者
の
受
け
入
れ
が
で
き

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
整
備
す

る
。

◇
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

　

病
院
と
し
て
必
要
な
在
宅
支
援
事
業
と

し
て
は
、
病
気
や
障
が
い
の
あ
る
人
が
住

み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
、
そ
の
人
ら
し

く
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
看
護
師
や
理
学
療
法
士
な
ど
が
生
活

の
場
へ
訪
問
し
、
看
護
ケ
ア
を
提
供
し
療

養
生
活
を
支
援
す
る
。

◇
健
診
の
充
実

　

市
民
の
生
活
習
慣
病
を
分
析
す
る
と
、

５
疾
病
と
言
わ
れ
る
、
が
ん
や
脳
卒
中
、

急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
、
精
神
疾
患
が

多
い
傾
向
に
あ
る
。そ
の
対
策
と
し
て
は
、

生
活
習
慣
病
な
ど
の
該
当
者
の
早
期
発
見

と
適
切
な
保
健
指
導
の
た
め
に
、
充
実
し

た
健
診
機
能
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
動
脈
硬
化
検
査
や
乳
が
ん
、
子
宮

が
ん
、
胃
が
ん
な
ど
の
検
査
を
含
め
た
人

間
ド
ッ
ク
機
能
の
充
実
を
図
る
。

◇
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

　

医
療
安
全
の
確
保
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
、
医
療
機
関
で
の
医
療
情
報
の

管
理
と
活
用
の
効
率
性
、
経
済
性
の
向
上

の
た
め
、
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を

図
る
。

◇
人
に
優
し
い
病
院
建
設

　

施
設
を
利
用
す
る
全
て
の
人
に
対
し

て
、
快
適
な
空
間
を
提
供
す
る
。
ま
た
利

用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
配
慮
す

る
。

◇
環
境
に
配
慮
し
た
病
院
整
備

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用
と
環
境

保
全
を
考
慮
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢

献
で
き
る
病
院
を
整
備
。

◇
災
害
に
強
い
病
院

　

災
害
時
に
は
、
多
く
の
被
害
者
へ
の
対

応
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
災
害
に
よ
っ
て

病
院
機
能
そ
の
も
の
が
停
止
を
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
災
害
に
強
い
病
院
と
す

る
。

■
運
営
の
形
態

引
き
続
き
同
様
の
運
営
を

　

市
立
恵
那
病
院
は
、
引
き
続
き
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
運
営
と
し
、
国
保
上
矢

作
病
院
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
国
民
健
康

保
険
の
直
営
施
設
と
し
、
地
方
公
営
企
業

法
の
一
部
適
用
に
よ
り
運
営
し
ま
す
。

　

地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
い
て
経
営
す

る
病
院
は
、
基
本
的
に
は
診
察
料
な
ど
だ

け
で
運
営
で
き
る
独
立
採
算
が
理
想
と
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
公
立
病
院
の
役
割
と

し
て
、
不
採
算
部
門
や
高
度
医
療
な
ど
地

域
住
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
採
算
性
の

み
を
追
求
で
き
な
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
出
し
は
、
地
方
公
営
企
業
の
繰
り
出
し

基
準
な
ど
に
よ
る
も
の
と
し
、
効
率
的
で

効
果
的
な
病
院
運
営
を
行
う
こ
と
が
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

　
■
建
設
地

利
用
し
や
す
い
場
所
に
建
設

　

建
設
地
の
一
般
論
と
し
て
は
、
患
者
や

家
族
が
利
用
し
や
す
い
場
所
、
公
共
交
通

網
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
整
備
可
能
な
場

所
、
防
災
や
災
害
対
策
の
観
点
か
ら
病
院

そ
の
も
の
が
災
害
に
よ
り
機
能
を
停
止
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
場
所
、
用
地
取
得

費
や
造
成
費
な
ど
の
費
用
が
高
額
に
な
ら

な
い
場
所
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

両
病
院
を
再
整
備
す
る
場
合
の
建
設
地

は
、
３
㌻
に
記
載
の
通
り
で
す
。

■
診
療
所

身
近
で
よ
り
適
切
な
治
療

　

地
域
住
民
の
健
康
保
持
や
福
祉
の
向
上

を
図
る
た
め
の
医
療
機
関
で
も
あ
る
診
療

所
。
引
き
続
い
て
、
市
立
病
院
と
の
病
診

連
携
を
進
め
、
利
用
者
が
身
近
で
よ
り
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
医
療

機
関
と
し
て
運
営
を
望
む
と
し
て
い
ま

す
。

西
にし

村
むら

　貢
みつぐ

  委員長

（　）の数値は、うち亜急性期病床数

市公立病院等の在り方検討委員会

▲現在の市立恵那病院の病床数は１９９床

　医療制度の改革や人口が減少へと変動している中、公

立病院や診療所、開業医の連携や役割分担など、市の病

院等の在り方については、大変難しい課題である。在り

方検討委員会が市長に報告した内容は、それぞれの分野

から参加した委員の意見や、市内１３地域にある地域協議

会の代表者からの意見など、市民レベルの意見が集約さ

れたものだと思っている。特に、地域協議会が参加した

公立病院等の在り方フォーラムの取り組みは、評価され

ていいものだ。

　市民の健康を守る中心的な位置にある医療は、市民生

活にとっても重要なもの。しかし、市内にある二つの病

院が、老朽化していく。再整備をするにも多くの資金が

必要となる。財政的にはどうか、病院経営としてはどうか、

というのが大きなテーマでもあったと思う。報告は、市

立恵那病院を先立って再整備、国保上矢作病院を総合的

に勘案して再整備となった。

　市内に無い産科をどうするのか、という課題もあった。

この産科についても、お金の負担が生じる。全国的に医

療スタッフが不足している中、少子化対策や若者の定住

対策としても重要で、まず地元の方が出産できる産科の

設置を目指すとした。医療は市民や地域を守るもので、

産科については市としても重要。報告通り実現できれば

素晴らしいと感じた。

　また在り方検討委員会の守備範囲を若干超えていると

いうことで、付帯意見として提案した２点。医療機関へ

の交通アクセスの向上や医療と介護の連携や役割分担に

ついては、委員や地域から出されたもので課題である。

　今後も、医療に関する議論が活発に交わされることを、

望んでやまない。

市民レベルの
意見を集約できた

※病院群輪番制＝地域内の病院群が輪番制方式で休日や夜間などに重
　　　　　　　　症救急患者の診療を受け入れる体制のこと

市公立病院等の在り方検討委員会の報告書

▼二次救急医療機関の役割は重要

（岐阜大学地域科学部教授）

病
院
の
再
整
備
の
方
針
を

具
体
化
へ

　

市
で
は
、
市
公
立
病
院
等
の
在
り

方
検
討
委
員
会
の
報
告
を
受
け
て
、

合
併
協
議
会
で
の
調
整
方
針
や
平
成

１９
年
の
市
議
会
・
病
院
対
策
特
別
委

員
会
の
報
告
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
、
病
院
の
再
整
備
な
ど
の
方
針

に
つ
い
て
検
討
し
、
具
体
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

１０
月
末
を
目
標
に
、
市
立
恵
那
病

院
を
先
立
っ
て
再
整
備
す
る
た
め
の

病
院
規
模
や
診
療
科
、
建
設
場
所
、

建
設
年
次
、
既
存
施
設
の
利
用
な
ど

の
方
向
を
決
め
る
予
定
で
す
。

　

そ
れ
を
市
議
会
・
病
院
医
療
対
策

特
別
委
員
会
に
諮
り
ま
す
。

▲委員長から市長に調査報告書を手渡す

□
現
在
の
病
床
数

市
立
恵

那
病
院

国
保
上
矢

作
病
院

合　

計

一 

般
結 

核
療 

養
合 

計

病
院
へ
の
医
療
機
能
の
移
行
を
目
指
し
ま

す
。
療
養
病
床
は
、
国
や
県
の
施
策
や
方

向
性
を
み
る
と
、
介
護
保
険
施
設
へ
の
機

能
分
化
が
進
む
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
医

療
と
介
護
の
連
携
の
中
で
の
検
討
が
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
の
ベ
ッ
ド
の
一
部
を
か
か
り
つ
け

医
に
開
放
し
た
病
床
の
開
放
型
病
床
は
、

診
療
所
な
ど
の
一
次
医
療
機
関
と
の
間
で

一
貫
性
の
あ
る
医
療
を
継
続
で
き
る
利
点

が
あ
る
た
め
、
一
般
病
床
の
中
に
設
置
し

ま
す
。
ま
た
産
婦
人
科
病
床
の
設
置
や
そ

れ
に
伴
う
小
児
科
病
床
の
増
設
、
そ
の
他

の
診
療
科
の
充
実
に
よ
る
病
床
の
増
の
場

合
で
も
、
現
況
の
病
床
数
を
勘
案
し
て
決

定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

■
施
設
整
備
の
方
針

充
実
し
た
健
診
機
能
が
必
要

　

市
民
に
必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
施
設
を
整
備
す
る
場
合
は
、

１４８
（２８）

 ３４
 （４）

１８２
（３２）

 １０

  ―

 １０

 ４１ 

 ２２

 ６３

１９９
（２８）

 ５６
 （４）

 ２５５
（３２）
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市
の
文
化
財
で
あ
る
ひ
し
屋
資

料
館
の
板
塀
に
、
塗
料
の
塗
り
直

し
を
行
い
ま
す
。

　

み
ん
な
の
手
で
行
い
、
中
山
道

の
歴
史
あ
る
建
物
を
後
世
へ
伝
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

□
と
き　

１１
月
５
日
㈯
午
前
９
時

―
正
午
（
少
雨
決
行
）

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館□
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

□
定
員　

２０
人
程
度

□
料
金　

５
０
０
円
（
保
険
、
昼

食
代
）

□
申
し
込
み
方
法　

１０
月
２０
日
㈭

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む
。

□
そ
の
他　

自
然
塗
料
を
使
用
し

ま
す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
方

は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
は
け
、

　

本
市
の
美
し
い
景
観
を
守
り
育

て
つ
つ
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
景
観
計
画
（
案
）
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

　

景
観
に
携
わ
る
事
業
者
を
対
象

に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
１２
日
㈬
午
後
７
時

―
９
時

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

　
　

都
市
整
備
課
（
内
線
２
３
４
）

　

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
に

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
経
営
環
境
を

打
開
す
る
に
は
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技

術
）が
不
可
欠
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ネ
ッ
ト

販
売
は
も
と
よ
り
生
産
管
理
シ
ス

テ
ム
な
ど
中
小
企
業
で
必
要
と
な

る
Ｉ
Ｔ
活
用
法
の
内
容
で
す
。

　

上
手
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と

で
売
上
ア
ッ
プ
、
ア
イ
デ
ア
と
や

る
気
を
与
え
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

□
と
き　

１０
月
１３
日
㈭
午
後
３
時

―
５
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
商
工
会
議
所
会

議
室

□
対
象　

経
営
力
向
上
を
目
指
す

気
持
ち
の
あ
る
方
や
経
営
者
、
後

継
者
、
幹
部
社
員

□
定
員　

２０
人

□
料
金　

無
料

□
講
師　

池
山
昭
夫
氏
（
も
の
づ

く
り
Ｉ
Ｔ
担
当
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）

　
　

恵
那
商
工
会
議
所（
大
和
谷
）

志
２
６
―
１
２
１
１

　

琴
の
三
社
中
に
協
力
い
た
だ

き
、
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
で
琴

の
演
奏
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
資
料
館
は
、
江
戸
か
ら
明

治
に
か
け
て
大
井
宿
で
栄
え
、
大

井
村
の
庄
屋
も
務
め
た
商
家
を
復

元
、
改
修
し
た
も
の
で
、
豪
壮
な

町
屋
建
築
の
主
屋
と
趣
の
あ
る
茶

室
や
庭
な
ど
が
往
時
の
雰
囲
気
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１０
月
１８
日
㈫
午
後
２
時

―
３
時

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
主
屋

□
そ
の
他　

入
館
料
（
大
人
２
０

０
円
、
小
中
高
生
１
０
０
円
）
が

必
要
で
す

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

　

調
停
委
員
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
３１
日
㈪
午
前
１０
時

―
午
後
４
時

□
と
こ
ろ　

に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
６

階
（
Ｊ
Ｒ
中
津
川
駅
前
）

□
内
容　

家
庭
内
紛
争
、
交
通
事

故
、
土
地
建
物
、
金
銭
な
ど
の
問

題
の
調
停
・
法
律
相
談

□
相
談
員　

調
停
委
員
、
弁
護
士

□
料
金　

無
料

　
　

中
津
川
簡
易
裁
判
所
志
０
５

７
３
―
６
６
―
１
５
３
０

案
内

案
内

手
袋
は
準
備
し
ま
す
。
汚
れ
て
も

い
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
２
２
）

□
と
き　

１０
月
２１
日
㈮
午
後
１
時

―
４
時

□
と
こ
ろ　

山
岡
コ
ミ
セ
ン

□
内
容　

相
続
・
遺
言
、
農
地
転

用
許
可
、
建
設
業
許
可
な
ど
の
相

談□
料
金　

無
料

　
　

永
谷
行
政
書
士
事
務
所
志
２

５
―
２
２
８
１
、
総
務
課
（
内
線

３
０
７
）

　

市
税
を
ど
う
し
て
も
納
期
限
ま

で
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
事

情
に
応
じ
た
納
付
方
法
を
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

　

当
日
は
、
市
税
の
納
付
も
受
け

付
け
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
２３
日
㈰
午
前
９
時

―
午
後
５
時
、
１０
月
２８
日
㈮
午
後

６
時
―
９
時

□
と
こ
ろ　

税
務
課
（
第
二
庁
舎

１
階
）

□
持
ち
物　

納
税
通
知
書
か
督
促

状
、
催
告
書
な
ど
と
認
印

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

に
は
、
地
方
税
法
や
国
税
徴
収
法

に
よ
り
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
な

ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　
　

税
務
課
収
納
対
策
室
（
内
線

５
０
７
）

　

県
で
は
、
人
の
動
き
を
調
査
す

る
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

無
作
為
に
選
ん
だ
家
庭
へ
、
１０

月
か
ら
１１
月
に
調
査
票
を
送
り
ま

す
。
該
当
し
た
方
は
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　

県
調
査
相
談
窓
口
錆
０
１
２

０
―
１
０
１
―
７
１
１
、
都
市
整

備
課
（
内
線
２
３
３
）

　

初
心
者
で
も
簡
単
に
で
き
る
版

画
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
味
違
っ
た
年
賀
状
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

□
と
き　

１１
月
２
日
㈬
、８
日
㈫
、

１６
日
㈬
、
２２
日
㈫
、
２９
日
㈫
午
後

２
時
―
４
時
半
（
全
５
回
）

□
と
こ
ろ　

中
山
道
広
重
美
術
館

□
対
象　

２０
歳
以
上
の
方

□
定
員　

２０
人
（
先
着
順
）

□
講
師　

厚
見
正
紀
氏

□
料
金　

２
０
０
０
円
（
観
覧
料

１
回
分
と
材
料
費
を
含
む
）

□
持
ち
物　

鉛
筆
（
２
Ｂ
か
４

Ｂ
）、
色
鉛
筆
、
彫
刻
刀
、
古
は

が
き
、
水
彩
絵
の
具
セ
ッ
ト

※
初
回
は
筆
記
用
具
の
み
持
参

□
締
め
切
り　

１０
月
２５
日
㈫

　
　
　
　

中
山
道
広
重
美
術
館
志

２
０
―
０
５
２
２

　

　毎年、市民の皆さんの意見や提

案を的確に把握して市政に反映さ

せるため、地域協議会と共催で地

域懇談会を開催しています。

　特に今回は、昨年度策定した後

期地域計画にある地域ごとの課題

について、行政と一緒に考え取り

組むための機会とします。

　各地域懇談会の日程と会場は、

下の表の通りです。皆さん、ぜひ

参加ください。

　　まちづくり推進課（内線６３５）

地域懇談会を１０月から開催　～地域計画を一緒に考えよう～

▲昨年度の地域懇談会（長島町） ※開催時間は、各地域とも午後７時から９時まで

▲計画で落ち着いた町並みを実現

▲塗り直しを行うひし屋資料館

▲昨年の版画講座での年賀状作成

とき 地域名 ところ

１０月２５日昇 笠置町 笠置コミセン

１１月　９日昌 東野 東野コミセン

１１月１０日昭 長島町 恵那文化センター

１１月１１日晶 三郷町 三郷コミセン

１１月１４日捷 岩村町 岩村コミセン

１１月１５日昇 中野方町 中野方コミセン

１１月２１日捷 大井町 大井小学校体育館

１１月２２日昇 山岡町 農村環境改善センター

１１月２４日昭 上矢作町 上矢作コミセン

１１月２９日昇 串原 サンホールくしはら

１１月３０日昌 飯地町 飯地コミセン

１２月　６日昇 明智町 明智文化センター

１２月　８日昭 武並町 武並コミセン

問

・・

　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略問 申

企
業
が
勝
ち
残
る
た
め
の

Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

景
観
計
画
策
定
に
向
け
て

の
事
業
者
説
明
会

問

琴
の
調
べ
を
大
井
宿
の
旧

家
で

問

ひ
し
屋
資
料
館
の
板
塀
を

み
ん
な
で
塗
ろ
う

行
政
書
士
無
料
相
談
会

無
料
調
停
相
談

問

申
・
問

申
・
問

問

問

問 問

【縦覧】

□期間　１０月２７日㈭まで

（土、日、祝日を除く）

□ところ・時間　 ▽市役所ロ

ビー＝午前８時半～午後５時

１５分　 ▽ ＪＲ東海環境保全

事務所（岐阜）《中津川市》

＝午前９時～午後５時

※ウェブサイト（http://jr-ce

ntral.co.jp）でも確認できます

【説明会の開催】

□とき　１０月１３日㈭午後７

時～８時半

□ところ　市役所会議棟

【意見書の提出】

　環境保全の見地からの意見

が提出できます。

□締め切り　１１月１０日㈭（必着）

□提出方法　ＪＲ東海ウェブ

サイトか郵送で①氏名②住所

③意見（理由を含める）―を

記載の上、提出する。

□提出先　〒１０８-８７９９日本

郵便高輪支店留めＪＲ東海中

央新幹線環境影響評価方法書ご

意見受付係

　　ＪＲ東海環境保全事務所

（岐阜）志０５７３-６５-６８２０

　ＪＲ東海による中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影

響評価方法書（岐阜県）の縦覧と説明会が行われます。

問

中央新幹線環境影響評価方法書の縦覧と説明会

休
日
夜
間
の
納
税
相
談
を

開
催

年
賀
状
を
作
ろ
う

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

に
ご
協
力
を

9 82011.10.1 広報えな



　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
知
識
や
技
能
を
生

か
し
、
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
、
積
極
的
な
社
会
参
加
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
市
内
在
住
で

６０
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
説
明
会
は
、
毎
月
第
２
木

曜
日
午
後
１
時
半
に
セ
ン
タ
ー
会

議
室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

志
２
５
―
７
７
８
８

　

障
害
者
自
立
支
援
法
な
ど
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
１０
月
か
ら
障
が

い
者
へ
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
り
ま
す
。

【
重
度
視
覚
障
が
い
者
に
対
す
る

同
行
援
護
】

　

視
覚
障
が
い
者
の
移
動
や
外
出

先
に
お
い
て
、
代
筆
や
代
読
な
ど

の
情
報
支
援
や
移
動
支
援
を
行
い

ま
す
。

【
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー

ム
利
用
者
に
対
す
る
費
用
助
成
】

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
を
利
用
す
る

際
、
月
額
１
万
円
を
限
度
に
助
成

し
ま
す
。

【
共
通
】

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
名
を
明
記
し
た
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
３
４
）

　

こ
と
し
も
、
市
と
恵
那
商
工
会

議
所
、
恵
那
市
恵
南
商
工
会
で
組

織
す
る
市
共
通
商
品
券
実
行
委
員

会
で
は
、
市
共
通
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
共
通
商
品
券
は
１
万
円
に

つ
き
１０
㌫
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い

て
い
ま
す
。

　

千
円
券
が
９
枚
、
５
０
０
円
券

が
４
枚
で
合
計
１３
枚
つ
づ
り
の

セ
ッ
ト
で
す
。
一
世
帯
当
た
り
の

販
売
限
度
額
は
、
５
万
円
（
商
品

券
は
５
万
５
千
円
）
で
す
。

□
発
売
開
始
日　

１０
月
１
日
㈯

□
有
効
期
間　

平
成
２４
年
３
月
３１

日
㈯
ま
で

□
販
売
所　

各
振
興
事
務
所
、
十

六
銀
行
、
岐
阜
信
用
金
庫
、
大
垣

共
立
銀
行
、
岐
阜
銀
行
、
東
濃
信

用
金
庫
、
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
、
恵

那
市
商
店
街
ボ
ッ
ク
ス
シ
ョ
ッ
プ
、

恵
那
商
工
会
議
所
、
恵
那
市
恵
南

商
工
会
、
恵
那
商
工
会
議
所
各
地

域
小
規
模
振
興
委
員
事
業
所

※
一
部
の
販
売
所
で
は
、
販
売
日

が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
９

月
２０
日
折
り
込
み
の
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

　
　

恵
那
商
工
会
議
所
志
２
６
―

１
２
１
１

案
内

　市の定住対策の一環として、次の通り市有地の分

譲を行います。

□分譲する土地　串原字北松林４９３７番地１８他１１筆

□分譲の方法　一般公募とし、応募多数の場合は、

抽選を行います。

□締め切り　１２月１２日㈪（当日消印有効）　

□抽選　 ▽ とき＝１２月１８日㈰午前１０時　 ▽ ところ

＝串原コミセン

□応募の条件　

・この地域に定住を希望する方。（市民の方を第１

順位とし、市外の方を第２順位として登録。定住を

希望する市民の方を優先して分譲します）

・複数の区画を申し込むことができます。ただし、

購入できるのは、１家族１区画のみです。

□必要な要件

・購入者は、５年以内に住宅を建築する必要があり

ます。

※建築できなかった場合は、市が買い戻しますが、

３０㌫の違約金が発生します

・分譲の決定後１４日以内に契約を行い、契約時に

契約金額の１０㌫の代金、残額を６０日以内に支払う

ことが必要です。

　　　　ふるさと活力推進室（内線３８１）

　市では、空き家バンクに登録

している空き家の改修費用の一

部を助成します。この助成は、

空き家を有効活用するために改

修し、定住を支援するものです。

□補助　上限金額を１００万円とし

て、補助対象改修費の２分の１

□対象の家屋　①本市の空き家

バンクに登録している空き家

で、入居者が決まっていること

②一戸建て住宅であること

□補助者の要件　①物件の所有

者　②入居者（所有者及び賃借

人）が、ことし４月１日以降に

転入した方で、過去３年の間に

市内に住民票を登録していない

方　③補助を受けてから、今後

５年間は住居として利用できる

方

□補助対象の内容

・生活に必要な、主要構造部の

修繕であること（備品、暖炉、

いろり、まきストーブなどは対

象外です）

・工事費は１０万円以上である

こと　

・施工業者は、市内に事業所を

有する法人または個人事業主で

あること　

・改修などが、平成２３年４月

１日から平成２８年３月３１日

に行われたものであること

※改修費は１物件につき１回の

みの適用です。事前に申請が必

要となります。詳しくは下記に

問い合わせください

　　　　ふるさと活力推進室

（内線３８２）

空き屋改修補助金を活用してください

▲障害福祉の受給者証

▲居住できるよう空き家を改修

　国道１９号の瑞浪恵那間は、現在２車線の対面通

行となっており、慢性的な渋滞の発生、交通事故の

多発によって、緊急車両の通行にも支障をきたして

います。

　市では、こうした問題を解消するため、瑞浪市と

当市の１２．５㌔を結ぶ新設の４車線道路「瑞浪恵那

道路」の都市計画決定に向けた地元説明会を開催し

ます。

　皆さんの意見をお聞かせください。

　　都市整備課（内線２３３）

串原地区内の市有地を分譲

▲発売されるプレミアム商品券

・・

　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略問 申

市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

発
売
し
ま
す

障
害
者
自
立
支
援
法
の

サ
ー
ビ
ス
が
追
加

問

申・問

問

問

１０
月
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
月
間

区画
番号 面積 平地面積 価格

１ ４１３．０８平方㍍ ３０４．６４平方㍍   ９１万１千円

２ ４６１．９５平方㍍ ３１１．８１平方㍍   ９５万１千円

３ ５４２．１３平方㍍ ３２６．２８平方㍍ １０２万１千円

４ ６０４．１６平方㍍ ３６７．０８平方㍍ １２１万９千円

区画の面積と価格

申・問

問

瑞浪恵那道路の説明会を開催します

とき 対象 ところ

１０月１９日昌 午後７時 武並町 武並コミセン

１０月２４日捷 午後７時 長島町 市役所会議棟

１０月２５日昇 午後７時 市内全域 市役所会議棟

※事務所を置く事業者の方や対象の地域以外の方
でも、全ての説明会に参加できます

北

瑞
浪

恵
那

道
路

計
画

路
線

全
長

１２
．５

㌔
（

瑞
浪

市
６.８

㌔
・

恵
那

市
５．７

㌔
）
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市
で
は
、
市
内
産
の
木
材
の
需

要
拡
大
を
目
的
に
、
地
域
材
を
利

用
し
て
、
市
内
に
新
築
の
木
造
住

宅
を
建
築
し
た
場
合
に
助
成
す
る

「
え
な
の
木
で
家
づ
く
り
支
援
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
同
事
業
で
行
わ
れ
て
い

る
固
定
資
産
税
減
免
や
奨
励
金
の

交
付
な
ど
、
助
成
の
期
間
を
３
年

間
延
長
し
ま
す
。

□
期
間　

平
成
２７
年
１
月
１
日
ま

で
（
建
築
の
契
約
を
し
、
平
成
２８

年
１
月
１
日
ま
で
に
完
成
し
登
記

な
ど
を
完
了
す
る
こ
と
）

□
要
件　

市
産
材
（
や
む
を
え
な

い
場
合
に
は
県
産
材
）
の
柱
を
３０

本
以
上
使
用
し
た
木
造
住
宅
で
、

市
内
に
本
店
が
あ
る
事
業
者
か
市

内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る
個
人

事
業
者
と
建
築
の
契
約
を
し
た
住

宅※
こ
の
事
業
に
つ
い
て
申
請
を
予

定
し
て
い
る
方
は
、
事
前
に
林
業

振
興
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

□
金
額　

▽
市
内
在
住
者
＝
１
２

　

応
募
書
類
の
基
礎
か
ら
面
接
マ

ナ
ー
ま
で
、
１
日
で
就
職
活
動
を

学
び
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
１２
日
㈬
午
前
１０
時

―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
中
津
川

研
修
室
Ｃ

□
定
員　

１２
人
（
事
前
予
約
制
、

先
着
順
）

□
対
象　

求
職
中
の
方

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
（
受
給
中
の
方
）

　
　
　
　

勤
労
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
志
０
５
７
３
―
６
５
―
０
９

０
８
８

　

市
の
行
政
評
価
の
取
り
組
み
と

し
て
、
総
合
計
画
管
理
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
と
事
務
事
業
成
果
表
を
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
表
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

総
合
計
画
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
と
は
、
総
合
計
画
に
位
置
付
け

ら
れ
た
３１
の
施
策
に
つ
い
て
の
達

成
度
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
事

務
事
業
成
果
表
と
は
、
市
の
行
っ

て
い
る
６
０
２
の
事
務
事
業
に
つ

い
て
、
そ
の
進
行
を
管
理
す
る
も

の
で
す
。

　

今
回
は
、
平
成
２２
年
度
事
業
の

事
後
評
価
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.city
.en

a.lg
.jp

/

）
の
「
市
政
の

案
内
」
の
項
目
か
ら
「
行
政
評
価

関
連
資
料
」
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

企
画
課
（
内
３
３
２
）

　

顔
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
通

し
て
、
日
常
の
自
分
と
向
き
合
っ

て
心
の
再
確
認
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

１１
月
１５
日
、
２２
日
、
２９

日
、
１２
月
６
日
（
火
曜
日
）
午
後

７
時
―
８
時
半

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟　

□
講
師　

河
田
と
し
子
氏
（
中
部

大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ
講

師
）　
　

□
定
員　

３０
人
程
度

□
料
金　

無
料　
　

□
持
ち
物　

大
き
め
の
手
鏡
、
筆

記
用
具

□
締
め
切
り　

１０
月
３１
日
㈪

　
　
　
　

社
会
教
育
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
４
０
）

　

各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
乳
幼
児
学
級

が
集
ま
っ
て
合
同
乳
幼
児
学
級
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
と
し
は
、「
杉
山
三
四
郎
さ

ん
と
さ
ん
し
ろ
う
バ
ン
ド
」
で
絵

本
読
み
聞
か
せ
、
ら
い
ぶ
公
演
を

行
い
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
２９
日
㈯
午
前
１０
時

１５
分
開
演

□
と
こ
ろ　

岩
村
コ
ミ
セ
ン
大
ホ

ー
ル 

□
料
金　

無
料

□
対
象　

各
コ
ミ
セ
ン
の
乳
幼
児

学
級
生
と
一
般
参
加
者 

　
　

社
会
教
育
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
４
０
）　

案
内

案
内

【新たな支給要件など】

・子どもは国内に居住しているこ

とが必要です（海外留学は除く）。

・児童養護施設などに入所してい

る子どもは、施設の設置者へ支給

します。

・未成年後見人や父母指定者（父

母がともに外国にいる場合）に対

して支給が可能となりました。

・保育料などを子ども手当から直

接天引きされる場合があります。

【申請の手続き】

　自宅に送付された申請書類の案

内に従って、子育て支援課か恵那

南部地域の振興事務所の窓口や郵

送にて手続きをしてください。

□持ち物　請求する方の健康保険

証と預金通帳、印鑑

※公務員の方は勤務先での手続き

となります

【申請の期間】

　平成２４年３月末までに申請を

すれば、１０月までさかのぼって

手当を受け取ることができます。

　ただし、１０月以降にお子さん

が新たに生まれた方や本市へ転入

した方は、１５日以内に手続きが

必要です。

１０月から「子ども手当」が変わります ～手続きをお忘れなく～・

０
平
方
㍍
以
下
の
部
分
に
係
る
固

定
資
産
税
の
２
分
の
１
を
最
大
３

年
間
減
免
し
ま
す
。　

▽
転
入
者

＝
市
内
産
の
柱
を
３０
本
以
上
使

用
し
た
場
合
、
２０
万
円
を
上
限

に
４
寸
角
の
柱
は
一
本
に
つ
き

２
０
０
０
円
、
３
寸
５
分
角
の
柱

は
一
本
に
つ
き
１
５
０
０
円
を
、

使
用
量
に
応
じ
た
金
額
を
交
付
し

ま
す
。

※
転
入
者
と
は
、
過
去
３
年
間
に

市
内
に
住
民
登
録
が
な
く
、
建
築

の
請
負
契
約
後
に
転
入
の
届
け
出

を
し
た
方

　
　

林
業
振
興
課
（
内
線
５
２
７
）

　

市
で
は
、
平
成
２１
年
１
月
か
ら

転
入
し
、
市
内
に
新
築
住
宅
を
取

得
し
た
方
へ
、
固
定
資
産
税
の
減

免
と
一
世
帯
に
つ
き
２５
万
円
の
定

住
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
総
合
計
画
後
期
計
画

の
中
で
支
援
策
の
柱
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
た
同
事
業
の
期
間
を
４

年
間
延
長
し
ま
す
。

□
対
象　

①
平
成
２８
年
１
月
１
日

ま
で
に
完
成
し
た
新
築
住
宅
を
取

得
し
た
方　

②
平
成
２１
年
１
月
２

日
以
降
に
市
内
に
住
民
登
録
し
た

方
で
、
市
に
住
民
登
録
を
す
る
以

前
３
年
以
上
、
市
内
に
住
所
を
有

し
て
い
な
い
方　

③
市
税
な
ど
の

滞
納
が
な
い
方

□
内
容　

▽
固
定
資
産
税
の
減
免

＝
１
２
０
平
方
㍍
以
下
の
部
分
に

課
せ
ら
れ
る
固
定
資
産
税
を
３
年

間
、
２
分
の
１
減
免
し
ま
す
。

▽
定
住
奨
励
金
＝
１
世
帯
に
つ
き

２５
万
円
を
支
給
。
中
学
学
生
以
下

の
世
帯
員
が
い
る
場
合
、
１
人
に

つ
き
５
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
活
力
推
進
室

（
内
線
３
８
２
）

定
住
奨
励
金
と
固
定
資
産

減
免
を
４
年
間
延
長

市
役
所
の
仕
事
の
成
果
を

公
表
し
ま
す

▲顔と同じに頭皮もマッサージ

・

　：問い合わせ　　：申し込み ※コミセン＝コミュニティセンターの略問 申

問 

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
レ
ッ
ス
ン

で
自
分
を
磨
き
高
め
る

申
・
問

え
な
の
木
で
家
づ
く
り
支

援
事
業
が
３
年
間
延
長

合
同
乳
幼
児
学
級
ら
い
ぶ

公
演
を
開
催

申
・
問

問

申
・
問

問

１０/６昭～１０/２６昌

開館１０周年記念

秋季特別企画展

　世界的に有名な浮世絵師歌川

広重。そして彼の弟子に二代歌

川広重がいます。初代広重がも

つ叙情性、二代広重だからこそ

描けた新時代の風景と風俗。二

人の広重の競演をお楽しみくだ

さい。

１０月２日㈰、１１月６日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料

が無料です。当日、受付係に「恵那市民です」とお伝えく

ださい）

　　  中山道広重美術館志２０-０５２２

　開館にあたり寄贈を受

けた浮世絵版画のほか、

開館後に市民の方の好意

により寄贈を受けた日本

画や洋画、工芸品などの

作品を紹介します。

　皆さんに育てられ、支

えられてきた１０年の歩

みをご覧ください。

≪木曽六十九驛
えき

≫
「大井　西行坂　うつしゑ」

所蔵名品展
 中山道広重美術館１０年の歩み

歌川豊国（三代）

≪諸国名所百景≫
「尾州　名古屋　真景」

歌川広重（二代）

二人の広重（前期）　
 六十余州名所図会と諸国名所百景

▼

市
内
産
な
ど
の
地
域
材
を

使
っ
て
建
築
し
て
い
る
住
宅

め
ざ
せ
就
職
★
セ
ミ
ナ
ー

　子ども手当制度が見直され、１０月１日から手当

の金額などが次の通り変わります。これまで子ども

手当を受け取っていた方を始め、対象となるすべて

の方は、改めて認定請求の手続きが必要です。

　対象となる世帯へは、１１月上旬に申請書類を送

る予定です。書類が届きましたら、申請手続きをし

てください。

　　　　子育て支援課（内線２２６）

対象 支給月額

０歳～３歳未満
（一律）

１５，０００円

３歳～小学生
（第１子・第２子）

１０，０００円

３歳～小学生
（第３子以降）

１５,０００円

中学生（一律） １０，０００円

子ども手当の月額

※９月までの子ども手当は、中学生
まで一律１３，０００円でした

申・問

問

13 122011.10.1 広報えな
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日
本
大
正
村
で
は
、
音
楽
を

通
じ
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。昨
年
に
続
き「
大

正
百
年
ふ
る
さ
と
う
た
の
日

カ
ー
ニ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
と
し
３
月
に
ふ
る
さ
と
を

テ
ー
マ
に
し
た
楽
曲
を
全
国
か

ら
募
集
。
こ
の
日
、
最
優
秀
賞

の
発
表
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

１１
月
６
日
㈰
午
後
１

時
―
５
時

□
と
こ
ろ　

明
智
か
え
で
ホ
ー

ル□
料
金　

▽
前
売
り
券
＝
大
人

５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
０

０
円　

▽
当
日
券
＝
大
人
１
０

０
０
円
、
高
校
生
以
下
２
０
０

円□
入
場
券
の
販
売　

明
智
か
え

で
ホ
ー
ル
や
恵
南
商
工
会
明
智

本
所
、
日
本
大
正
村
役
場
他
で

販
売
中

　
　

㈶
日
本
大
正
村
志
５
４
―

３
９
４
４

□
と
き　

１１
月
１２
日
㈯
午
前
１０

時
―
午
後
３
時 

□
と
こ
ろ　

武
並
コ
ミ
セ
ン

□
内
容　

飯
地
町
の
伝
統
料
理

の
い
も
ご
ね
も
ち
と
、
布
ぞ
う

り
作
り

□
定
員　

３０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金　

１
０
０
０
円
（
材
料

費
）

□
申
し
込
み
方
法　

フ
ァ
ク
ス

か
電
話
で
申
し
込
む
。

　
　
　
　

定
年
塾
え
な
（
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
内
）
志
２
６
―

２
１
１
１
（
内
線
６
３
７
）、
思

２
５
―
８
２
０
８

　

三
好
学
生
誕
１
５
０
年
を
記

念
し
て
「
残
し
た
い
岩
村
町
歴

史
的
風
土
の
四
季
」
が
テ
ー
マ

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
作
品　

風
景
や
建
物
、
町
並

み
、
動
植
物
、
行
事
、
祭
事
な

ど
の
写
真

□
写
真　

２
Ｌ
―
四
つ
切
、
Ａ

４
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
、

銀
塩
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
カ

ラ
ー
白
黒
は
問
わ
な
い

□
対
象　

ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

□
賞　

▽
特
選
＝
３
万
円
（
１

点
）
　

▽
準
特
選
＝
２
万
円

（
２
点
）
　

▽
春
夏
秋
冬
賞
＝

１
万
円
（
各
１
点
）
　

▽
入
選
＝

５
０
０
０
円
（
１０
点
）
　

▽
佳
作

＝
３
０
０
０
円
（
１０
点
）

□
発
表　

平
成
２４
年
３
月
に
、

新
聞
や
市
観
光
協
会
岩
村
支
部

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（h

ttp
://w

w
w

.

iw
.v

rtc.n
et/~fu

rea
i-y

a
k
a
ta

/

k
an

k
o
u
/

）
に
掲
載
し
ま
す
。

□
展
示
場　

江
戸
城
下
町
の
館

「
勝
川
家
」
か
、
い
わ
む
ら
美
術

の
館
「
柴
田
家
」

□
申
し
込
み
方
法　

①
住
所
②

氏
名
③
年
齢
④
題
名
⑤
撮
影
日

⑥
連
絡
先
―
を
作
品
の
裏
面
に

記
入
の
上
、
１
人
５
点
ま
で
郵

送
か
持
参
す
る
。

□
締
め
切
り　

平
成
２４
年
２
月

２９
日
㈬

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
４
０

３
恵
那
市
岩
村
町
２
６
３
番
地

２
㈳
市
観
光
協
会
岩
村
支
部

（
町
並
み
ふ
れ
あ
い
の
舘
内
）

志
４
３
―
３
２
３
１

□
と
き　

１１
月
１
日
、
８
日
、

１５
日
、
２９
日
㈫
午
前
９
時
半
―

１１
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
、文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
０
５
０
円
）

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
期
間　

１０
月
８
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で（
初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

１０
月
２４
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
）。

※
テ
キ
ス
ト
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
に

合
わ
せ
て
準
備
し
ま
す
。
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
分
か
ら
な
い
方
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

こ
の
た
び
、
伝
統
の
技
な
ど
を
体

験
で
き
る
施
設
の
岩
村
上か

ん

町ま
ち

ま
ち
な

か
交
流
館
が
開
館
す
る
よ
う
で
す

が
、
施
設
の
活
用
方
法
の
一
つ
と
し

て
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

伝
統
の
技
を
次
世
代
へ
継
承
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
高
齢
者
も
生

き
が
い
に
趣
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
絵
画
や
写
真
、
手
芸
な
ど
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
を
展
示
し
た
り
、

販
売
し
た
り
す
る
場
所
を
設
置
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。
以
前
あ
っ
た
、

ま
ち
か
ど
美
術
館
の
よ
う
な
場
所
を

作
っ
て
ほ
し
い
。

（
熊
谷
さ
ん
・
岩
村
町
）

　

岩
村
町
本
町
二
丁
目
の

旧
中
村
ふ
と
ん
店
が
、
岩
村

上
町
ま
ち
な
か
交
流
館
と
し
て
、
１０

月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
は
、
岩
村
町
で
継
承
さ
れ
て

き
た
竹
細
工
や
木
工
、
わ
ら
細
工
な

ど
の
技
を
、
職
人
の
町
で
あ
っ
た
上

町
で
次
世
代
へ
伝
え
よ
う
と
、
ま
た

岩
村
町
を
活
力
に
満
ち
た
町
に
す
る

た
め
、
地
域
住
民
の
交
流
の
拠
点
と

し
て
設
置
し
ま
し
た
。

　

絵
画
や
写
真
な
ど
の
展
示
も
で
き

ま
す
が
、
原
則
、
有
料
で
部
屋
を
借

り
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

利
用
方
法
や
料
金
に
つ
い
て
は
、
施

設
管
理
者
と
相
談
く
だ
さ
い
。

　

１
階
は
、
会
合
や
集
会
、
体
験
教

室
、
展
示
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
す
る
方
た
ち
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
利
用
時
間
は
午
前
９
時

か
ら
午
後
９
時
（
月
曜
日
と
年
末

年
始
は
休
館
日
）。
１
時
間
あ
た
り

１
０
０
円
の
利
用
料
が
必
要
で
す
。

　

指
定
管
理
者
の
城
下
町
ホ
ッ
ト
い

わ
む
ら
（
並
み
ふ
れ
あ
い
の
舘
内
志

４
３
―
４
６
２
２
）
が
、
施
設
を
管

理
し
ま
す
。

（
岩
村
振
興
事
務
所
）

佐
藤
一
斎
特
別
展

　

言
志
祭
に
合
わ
せ
て
、
佐
藤

一
斎
に
関
す
る
書
籍
や
び
ょ
う

ぶ
、
掛
軸
な
ど
を
展
示
す
る
特

別
展
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
間　

１０
月
１２
日
㈬
―
１１
月

２７
日
㈰

□
と
こ
ろ　

岩
村
歴
史
資
料
館

□
料
金　

▽
一
般
＝
３
０
０
円

▽
シ
ル
バ
ー（
６５
歳
以
上
）＝
２

０
０
円　

▽
高
校
生
以
下
＝
無

料佐
藤
一
斎
ま
つ
り

　

佐
藤
一
斎
の
業
績
を
顕
彰

し
、そ
の
教
え
を
学
ぶ
た
め
に
、

顕
彰
祭
と
記
念
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
２２
日
㈯

□
顕
彰
祭　

▽
時
間
＝
午
前
１０

時
―
１１
時　

▽
と
こ
ろ
＝
岩
村

歴
史
資
料
館
前
（
雨
天
の
場
合

は
岩
村
コ
ミ
セ
ン
）

□
記
念
講
演
会　

▽
時
間
＝
午

後
１
時
半
―
３
時　

▽
と
こ
ろ

＝
岩
村
コ
ミ
セ
ン　

▽
講
師
＝

神
渡
良
平
氏（
作
家
）　

▽
演
題

＝
佐
藤
一
斎
が
今
に
問
い
か
け

る
も
の

□
料
金　

無
料

　
　

佐
藤
一
斎
顕
彰
会
（
鈴
木

隆
一
）
志
０
９
０
―
８
１
３
５

―
２
４
２
１
、
岩
村
歴
史
資
料

館
志
４
３
―
３
０
５
７

　

登
り
窯が

ま

フ
ェ
ア
で
は
、
地
元

の
特
産
品
販
売
や
、
陶
土
を

使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

１０
月
１４
日
㈮
か
ら
１６
日
㈰
に

か
け
て
は
、
秋
の
登
り
窯
焼

し
ょ
う

成せ

い

を
行
い
ま
す
。
窯
た
き
体
験

な
ど
も
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１０
月
１６
日
㈰
午
前
１０

時
半

□
と
こ
ろ　

山
岡
陶
業
文
化
セ

ン
タ
ー

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り

山
岡
志
５
６
―
３
９
２
１

　

レ
デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
動
報
告
会
と
、
桐き

り

井い

雅ま
さ

康や
す

氏
（
土
岐
市
立
泉
中
学
校
長
）

を
迎
え
「
今
大
人
が
子
ど
も
に

残
せ
る
も
の
」
と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
演
会
の
後
は
、
手
作
り
の

菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大

塚
賢
太
郎
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
コ
ン

ン
サ
ー
ト
が
鑑
賞
で
き
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
２３
日
㈰
午
後
１

時□
と
こ
ろ　

山
岡
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

□
料
金　

１
０
０
円（
協
力
金
）

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り

山
岡
志
５
６
―
３
９
２
１

　

大
正
百
年
祭
の
一
環
で
、
初

宮
参
り
や
七
五
三
、
成
人
式
、

結
婚
式
な
ど
の
行
事
に
着
る
衣

装
や
、
十

じ
ゅ
う

二に

単
ひ
と
え

の
着
付
け
を
行

い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
続
く
着
物
文
化

を
、
あ
な
た
も
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
無
料
着
付
け
コ
ー

ナ
ー
や
茶
席
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１０
月
３０
日
㈰
午
後
１

時
（
午
後
０
時
半
開
場
）

□
と
き　

明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

□
料
金　

無
料

　
　

㈶
日
本
大
正
村
志
５
４
―

３
９
４
４

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲昔ながらの通り庭（左）とかまど（右）
が残る岩村上町まちなか交流館

▲明智町出身のシンガーソング
ライター橋本みずきさんも参加

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

▲佐藤一斎直筆のびょうぶ

▲登り窯フェアでは陶器の販売や
地元有志のバザーも行う

第
４
回
定
年
塾
え
な
の

参
加
者
を
募
集

山
岡
町
で
登
り
窯
フ
ェ
ア

を
開
催

第
１５
回
記
念
言
志
祭

大
正
百
年
祭
き
も
の
歳

時
記
・
着
付
け
シ
ョ
ー

レ
デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
報
告
会
と
講
演
会

１１
月
期
は
じ
め
て
の
パ

ソ
コ
ン
講
習
会

三
好
学
生
誕
１
５
０
年

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
募
集

岩
村
上
町
ま
ち
な
か
交

流
館
に
展
示
場
所
を

問

問

問問

大
正
村
の
ふ
る
さ
と
う
た

の
日
カ
ー
ニ
バ
ル

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問
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　８月２８日に恵那文化センターで、市民のための認知症

予防シンポジウムを開催。討論会では、高齢者の話を若

者にも聞いてもらうことや人のつながりを強めるには地

域の行事を大切にすることなどが話し合われました。

　９月３日にサンホールくしはらで、公共交通シンポジ

ウムを開催。名古屋大学大学院准教授の加藤博和氏は、

地域の公共交通を良くするには、地域住民が自ら考える

ことやみんなが連携することの重要性を語りました。

　第２７回いわむら城址薪能が、天候不良のため、恵那特

別支援学校体育館で８月２７日に開催。約４００人の観客は、

重要無形文化財総合指定保持者が演じる、能「橋
はし

辨
べん

慶
けい

」

や狂言など、日本の伝統芸能の醍
だい

醐
ご

味
み

を味わいました。

　サンホールくしはらで８月２８日、愛知学院大学吹奏楽

団と中山太鼓保存会少年部のふれあいコンサートが行わ

れました。子どもたちは、楽器を体験したり楽団員と中

山太鼓の代表曲「神ばやし」を打ち鳴らしたりしました。

　

山
岡
保
育
園
の
園
児
９４
人
が
、
岩
村
町
の
豊
楽
園
で
９

月
６
日
に
ブ
ド
ウ
狩
り
を
行
い
ま
し
た
。
豊
楽
園
の
方
が

「
た
く
さ
ん
食
べ
て
ね
」
と
話
し
掛
け
る
と
、
園
児
た
ち

は
「
早
く
た
べ
た
い
ね
」
と
互
い
に
顔
を
見
合
わ
せ
ニ
ッ

コ
リ
。
ブ
ド
ウ
の
種
類
は
、
緑
色
を
し
た
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
と

赤
紫
色
の
レ
ッ
ド
ニ
ア
ガ
ラ
。
園
児
ら
は
先
生
か
ら
取
り

分
け
て
も
ら
い
、
お
い
し
い
ブ
ド
ウ
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
。
爽
や
か
な
秋
風
の
中
、
秋
の
味
覚
を
お
な
か
い
っ
ぱ

い
楽
し
み
ま
し
た
。

いわむら城址薪能で味わう伝統芸能の醍醐味

中山太鼓が愛知学院大学吹奏楽団と競演

高齢者と若者のつながりなどを話し合う

串原で地域の足について学んだ ブ
ド
ウ
狩
り
で
秋
の
味
覚
に
舌
鼓

大井町

清水 煌
おう

介
すけ

くん

１
歳
お
め
で
と
う
錘
煌
介

は
パ
パ
と
マ
マ
の
宝
物
で

す
。
大
好
き
♡
チ
ュ
ッ
♡

元
基
さ
ん
・
美
由
紀
さ
ん

　１１月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく１人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、１０月１７日㈪までに申し込
んでください。またケーブルテ
レビ放映の可否についてもご記
入ください。申し込み多数の場
合は先着順により掲載します。

１０月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

武並町

伊藤 琥
こ

大
た

郎
ろ う

くん

誕
生
日
お
め
で
と
う
！
こ

れ
か
ら
も
家
族
み
ん
な
を

癒
や
し
て
ね
！

淳
悟
さ
ん
・
由
香
さ
ん

大井町

田中 愛
あい

奈
な

ちゃん

愛
奈
♡
お
め
で
と
う
♪
こ

れ
か
ら
も
元
気
な
笑
顔
を

い
っ
ぱ
い
ち
ょ
う
だ
い
♡

康
政
さ
ん
・
真
智
子
さ
ん

長島町

水野 琉
る

生
い

くん

琉
生
は
大
事
な
宝
物
だ

よ
！
い
つ
ま
で
も
輝
い
て

い
て
ね
♡

智
行
さ
ん
・
郁
江
さ
ん

岩村町

深萱 虎
こ

徹
てつ

くん

誕
生
日
お
め
で
と
う
錘
お

姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気

に
育
っ
て
く
だ
さ
い
。

雅
充
さ
ん
・
綾
さ
ん

岩村町

小木曽 天
あま

音
ね

ちゃん

素
敵
な
笑
顔
を
あ
り
が
と

う
♥
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

哲
也
さ
ん
・
康
子
さ
ん

岩村町

伊藤 斗
とう

麻
ま

くん

元
気
い
っ
ぱ
い
斗
麻
君
！

斗
麻
ス
マ
イ
ル
で
み
ん
な

を
笑
顔
に
し
て
ネ
♡

隆
貴
さ
ん
・
美
賀
さ
ん

大井町

牧野 楓
ふう

己
き

くん

１
歳
お
め
で
と
う
！
好
奇

心
い
っ
ぱ
い
の
元
気
な
男

の
子
に
育
っ
て
ね
！

和
広
さ
ん
・
麻
美
さ
ん

長島町

小栗 栞
かん

奈
な

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
！
大
好
き

錘
元
気
に
す
く
す
く
育
っ

て
ね
。

康
裕
さ
ん
・
留
美
子
さ
ん　

大井町

原 楓
かえで

くん

楓
の
お
か
け
で
毎
日
が
幸

せ
で
す
。
お
誕
生
日
お
め

で
と
う
。英

晃
さ
ん
・
茜
さ
ん

大井町

藤原 光
こう

生
き

くん

こ
う
ち
ゃ
ん
、
１
歳
お
め

で
と
う
♡
元
気
い
っ
ぱ
い

丈
夫
に
育
っ
て
ね
！

利
郎
さ
ん
・
奈
津
実
さ
ん

大井町

山内 琥
こう

晴
せい

くん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
お
姉

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に

育
っ
て
ね
錘

広
明
さ
ん
・
仁
美
さ
ん



輝
く

恵
那
人
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笠
置
町
姫
栗　

樋と
い

田だ 

康
や
す
し 

さ
ん　

７７
歳

　

大
正
百
年
祭
の
次
は
、恵
那
峡
百
年
祭
。

こ
れ
に
先
駆
け
、
プ
ロ
の
歌
手
が
歌
う
恵

那
峡
の
歌
を
作
詞
し
た
樋
田
康
さ
ん
。

　

作
詞
し
た
歌
は
、
恵
那
峡
や
福
沢
桃も

も

介す
け

の
物
語
を
語
る
「
恵
那
峡
情

じ
ょ
う

話わ

」、
恵
那

峡
を
紹
介
す
る
「
恵
那
峡
観
光
音
頭
」
な

ど
。

　

恵
那
峡
は
、
木
曽
川
の
急
流
を
せ
き
止

め
て
造
っ
た
大
井
ダ
ム
に
よ
り
出
来
た
人

工
の
湖
。
地
理
学
者
志
賀
重し

げ

昴た
か

が
命
名
し

た
。
大
井
ダ
ム
は
、
大
阪
へ
電
力
を
供
給

す
る
た
め
、
電
力
王
の
福
沢
桃
介
（
福
沢

諭
吉
の
娘
婿
）
が
、
日
本
初
の
発
電
用
ダ

ム
と
し
て
１
９
２
４（
大
正
１３
）年
に
建
設

し
た
。
ダ
ム
百
選
に
も
選
ば
れ
、
２
０
０

７
（
平
成
９
）
年
に
は
、
近
代
化
産
業
遺
産

に
認
定
。
８０
年
以
上
た
っ
た
現
在
も
最
大

約
８
万
㌗
も
の
電
力
を
供
給
し
続
け
る
。

　

樋
田
さ
ん
は
、
市
観
光
協
会
笠
置
支
部

長
を
務
め
て
い
る
こ
ろ
か
ら
、
か
つ
て
は

年
間
１
０
０
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
た
恵
那
峡
の
衰
退
を
懸
念
。「
活
性

化
で
き
れ
ば
」
と
歌
詞
を
書
い
た
。

　

歌
詞
に
は
、
恵
那
峡
や
大
井
ダ
ム
が
で

き
た
歴
史
が
書
か
れ
て
い
る
。
樋
田
さ
ん

は
「
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
か

を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　

作
曲
は
宮
川
つ
と
む
さ
ん
。
樋
田
さ
ん

と
年
賀
状
の
や
り
取
り
の
あ
る
作
曲
家
。

大
井
ダ
ム
の
歴
史
的
意
義
や
桃

※

介
と
貞さ

だ

奴
や
っ
こ

の
逸
話
に
感
動
し
協
力
し
て
く
れ
た
。

　

樋
田
さ
ん
は
、
恵
那
先
史
文
化
研
究
会

の
役
員
も
務
め
る
。
研
究
会
で
い
ろ
ん
な

ま
ち
へ
出
掛
け
「
観
光
に
力
を
入
れ
て
い

る
ま
ち
で
は
活
力
を
感
じ
る
」「
歴
史
が

あ
る
恵
那
峡
は
、
絵
や
文
で
は
な
く
歌
で

紹
介
す
れ
ば
、
共
感
し
て
も
ら
え
る
の
で

は
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

樋
田
さ
ん
の
持
論
は
「
観
光
は
宣
伝

力
」。「
歌
っ
て
、
聞
い
て
も
ら
え
れ
ば
宣

伝
に
な
る
の
で
は
」
と
考
え
た
。「
大
勢

の
観
光
客
に
訪
れ
て
も
ら
う
た
め
に
、
恵

那
を
全
国
へ
宣
伝
し
た
い
。
ま
ち
じ
ゅ
う

が
互
い
に
力
を
合
わ
せ
観
光
客
を
増
や
し

て
い
け
た
ら
」
と
、
恵
那
峡
の
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
し
、
ま
ち
の
活
性
化
を
願
う
。

　

曲
の
振
り
付
け
も
完
成
。
大
勢
で
歌
っ

て
踊
る
恵
那
峡
百
年
祭
が
待
ち
遠
し
い
。

百
年
祭
へ
向
け
恵
那
峡
の
歌
を
作
詞

恵
那
を
全
国
へ
宣
伝
し
た
い

　９月１１日、市内５カ所で消防団ブロック別連合演習

を開催。火災を想定し、ブロックごとに訓練場所や時間、

内容などを計画。器具操作の経験のない団員も、先輩の

指導で操作を行い無事火点へ放水できました。

　９月８日に明知鉄道で、えなハヤシ列車が初めて運行。

初めにテーブルに並んだのは、市内の飲食店らが考えた

「えなハヤシ御膳」。次に、あつあつのハヤシライスを食

べ「懐かしい味」「肉が柔らかい」などと大好評でした。

　競技かるた育成指導教室が、９月３日に恵那文化セン

ターで開催。県かるた協会の指導で、自陣の札を相手に

取らせないように並べ、相手陣の札を取るための基礎や

払い手、つき手、押さえ手などの取り方を練習しました。

　長島小学校で９月１６日に、地域防災スクールモデル事

業が行われ、５年生８３人が参加。児童らは地震体験車で

最大震度７の揺れを体験したり、市消防団長島分団の指

導で実際に消火時に使うホースで放水したりしました。

　ＮＰＯ法人こぎつねんくんわーるどの主催で、昔を振

り返ろうと、９月９日、茅
かや

の宿とみだで昔の遊びや五平

餅作りを開催。参加した親子２７人は、ゴム跳びなどで楽

しく触れ合った後、五平餅をおいしくいただきました。

　飯地保育園で９月６日、園児１４人がピザ作りに挑戦。

園児らが、園庭の畑で収穫したジャガ芋や玉ネギ、ピー

マンなどを具にしたピザを手作り。園児たちは、こんが

り焼けたおいしそうなピザにかじりつきました。

園庭の野菜を具にピザを手作り 競技かるたの基礎や戦い方を練習

昔の遊びで子どもと楽しく触れ合う 明知鉄道で「えなハヤシ御膳」がお披露目

長島小で放水体験などを通じて防災を学ぶ 連合演習では消防団が連携して消火訓練

８４

※桃介と貞奴の逸話＝大井ダム工事は難工事。犠牲者が出て作業員の士気が下がったある日、桃介は両岸に渡したワイヤーか

らロープ 1本でつるしたかごに乗り千
せん

尋
じん

の谷へ降りた。これに日本初の女優川上貞奴も同行したことから、現場の士気が回復。



『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　山岡町下
しも

手
と う げ

向の白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神社の祭礼に演じられる奉納

芸。祭礼では獅子舞による悪魔祓
ばら

いを演じ、社殿の前で

は、おかめに神主がからむユーモラスな芸を奉納。夜に

は芝居小屋で悪魔祓い、獅子芝居などが演じられる。現

在の奉納獅子舞は、１７０２（元禄

１５）年、信州小諸藩主松平乗
のり

紀
ただ

が岩村藩への国替えを切っ掛け

に導入された嫁獅子によるもの

とされる。その後、いつしか余

興として歌舞伎狂言のさわりの

場面を獅子が演ずるものとなっ

た。獅子芝居は神に捧げる「奉

納芸」。県の重要無形民俗文化

財に指定されている。

　ことしの祭礼は、１０月９日㈰、

１０日㈪に開催される。

５７

５８

▲県の重要文化財にも指定されている社殿

▲県重要無形民俗文化財の獅子芝居（「箱根山」）

　神社境内には「光秀公手植えの楓
かえで

」や、

光秀公建立と伝えられている桔
ききょう

梗紋
もん

を彫り

つけた「柿本人麻呂神社」、また神社隣の

龍
りゅう

護
ご

寺
じ

には「光秀公の供養塔」など、明智

光秀ゆかりの地として多くの伝説を残して

いる。

八王子神社 明知遠山氏ゆかりの神社

下手向の獅子芝居 歌舞伎を演ずる獅子舞
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▲市安心安全メール配信システム
　（登録用ＱＲコード）

　　　市ＷＥＢ版文字放送システム

▲

　　　　        　　　　（閲覧用ＱＲコード）

　□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）

『広報えな』１０月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１１．１円（税込み）です。

　獅子舞保存会は１９８７（昭和６２）年に発足

し、ことし２４年目を迎え、約５０人で活動

をしている。２００１（平成１３）年には、ニュー

ヨークのカーネギーホール、２０１０（平成

２２）年には東京の国立劇場で獅子芝居を披

露した。
▲五穀豊穣、無病息災などを願っ
て地域内で悪魔祓いを披露する

　明智町にある神社で、牛
ご

頭
ず

天
てん

王
のう

の８人の王子が祭られ

たということがその名の由来。社伝によれば９４９（天暦

３）年から、明知、串原、高波、浅
あざ

谷
かい

などの諸村を領し

ていたが、１５７４（天正２）年、武田勝
かつ

頼
より

の軍勢により明

知城とともに焼失。現在の社殿は、１６７６（延宝４）年、

旗本明知遠山氏によって造営されたもので、本殿、弊
へい

殿
でん

、拝
はい

殿
でん

を連結し

たいわゆる権
ごん

現
げん

造
づくり

。社殿や絵馬は

県の重要文化財に

指定されている。

　また１０月９日㈰
に開催される大祭

には、市の無形民

俗文化財の明智太

鼓が奉納される。

次号は１０月１５日号
　発行日は１０月１４日㈮です

▲毎年行われる八王子神社の大祭では、明
智太鼓を奉納




